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小田原版STEAM教育

―小田原をフィールドとした探究的な学びの展開をめざして―
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１．社会的背景ーなぜ今STEAM教育なのか？ー

様々な社会問題
激しく変化する社会情勢

コロナ ウクライナ
侵攻

急速なIT技
術の進化

社会的課題をどう解決するか？

文系理系の枠にとらわれず、
各教科の学びを基盤として、
様々な情報を活用し、それら
を統合して、課題の解決に結
びつける資質・能力を身につ
ける必要がある。

学校教育では・・・

価値観の多様化



ARTを芸術のみならず、生活・経
済・法律・政治・倫理を含めた広
い範囲（Liberal Arts)で定義

STEAM教育とはなにか？
＝各教科での学習を実社会での問題発見・解決に生かし
ていくための教科横断的な教育（中教審答申R３．1.26）



２ー１．「小田原版STEAM教育」とは

郷土小田原をフィールドに、生徒が身近な実社

会の諸問題と出会い、その問題の解決のために教
科で学んだことを統合的に働かせながら探究的、
創造的な活動を行うことで、よりよい社会を実現

しようとする資質と能力を育てるもの

中学校の「総合的な学習の時間」を中心に、
各学年10～15時間程度を使って展開していく。



２ー２．「小田原版STEAM教育」の特長

郷土小田原をフィールドとして（自治会・市・企業等との外部連携）



より良い社会を実現するための資質・能力

社会参画
地域をフィールドとして学習活動をし、身近な地域の諸問題に

直接アクションを起こし、実体感を伴う学びにすることで、社

会の一員としての自覚をもち役割を果たそうとする。

協働性
地域の諸問題を解決するにあたり、、多様な他者と協働するこ

との大切さに気づき、様々な地域の外部の機関や人材など、多

様な他者と協働して活動しようとする。

論理的思考力

地域の中から問題を見出し、その解決に向けて仮説を立て、現

状について「情報収集」「整理・分析」したことから解決策を

考えるなど、根拠をもとに論理的に考える力をつける。

表現力・創造力・実行力
自分の考えた解決策などをアウトプットし、解決策を生活や社

会に実装する、「表現力」「創造力」「実行力」を養う。

２－３．「小田原版STEAM教育」で育む資質・能力



２－４．「小田原版STEAM教育」を実現する手立て

地域をフィールドとした探究的な学びにする手立て

① 小田原版ＳＴＥＡＭ教育における
探究のプロセスを明確にする

② 生徒の自己決定の場面を設定する

③ 地域の人材や情報との出会いの場を設定



２－４．① 探究のプロセス
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２－４．② 生徒の学びの姿
～自己決定の場面の位置付け～

STEP１ STEP2 STEP3

基本的な探究の
プロセスを体験する

問題発見以降
主体的な探究をする

問題の発見から
主体的な探究をする

（プロセス１）

問題発見

探究が主体的になるよう
教師が絞り込んで提示

探究が主体的になるよう
教師が絞り込んで提示

生徒が意思決定

（プロセス２）

課題設定

解決方法

生徒のアイディアを収集
し、合意形成のもと、一
つに絞り込む

生徒が意思決定
集団・または個人で解決

生徒が意思決定
集団・または個人で解決

（プロセス３）

表現・創造・実行
生徒が意思決定 生徒が意思決定 生徒が意思決定





その他 生徒が出会う地域問題の例



２－４．③ 地域の人材や情報との出会いの場を設定
（＝外部連携の重視）

地域の問題に向き合
う人との出会い

課題への切実感

問題に向き合う
意欲

探究の主体性

探究したことを
外へ発信

学習者へ
フィードバック

地域とのつなが
りを感じる

自己満足で終わ
らない深い学び



３ー１．「小田原版STEAM教育」

推進の見通し（令和５年度）

① モデル校（１校）を指定し、全学年での実施およびその検証

② 共同研究員による授業実践（中学3年以外）

③ モデル校に所属する共同研究員は、授業公開

④ 各中学校１名で構成する「総合的な学習の時間連絡協議会」
における共同研究やモデル校の取組の共有



各学年の総合的な学習の時
間において実践

学校全体で取り組んだ実践
の成果や課題を市内中学校
に報告・周知。（R５年度
末の連絡協議会にて）

積極的な授業公開
（基本的には共同研究の
研究員の授業公開）

３－２．
モデル校での取組



小田原版STEAM教育を実
施する上での助言

外部機関の紹介や仲介

探究的な学びを引き出す
研修支援

研修・授業支援のサポー
トをより充実させるため
の委託業者を予定

３－３．
教育研究所のサポート体制


